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ま え が き

この論文は,筆者が1964年10月より1965年にわたる約 6カ月間,および1968年 4月から5月

に至る約 2週間の二つの時期に,タイ国チェンラーイ県メ～チャンおよびメ-サーイ地区の数

力村において行なった現地調査の結果にもとづ くものである｡2) しかし, これは集められた資

料のすべてを発表するのではな く,全体のうちではっきりと確信をもって分析を下すことので

きる部分のみを整理 ･提出したものと考えていただきたい｡まだ整理のすんでいない資料があ

り,しかも現在においても新 しい資料が増加 しつつある以上,どうしても "tentative''たるこ

とをさけ得ないからである｡

ここで扱 うアカ語が 何方言であるかということは,現段階では 定義する ことができない｡

中国雲南省,西北部ラオス,ビルマの東北部シャン州,タイ国北端部という広い地域にわたっ

て分布するアカ語に,多 くの方言があることは疑問の余地がないけれども,実際にどこでどの

ような方言が話 されているかということは,現在のところ,全然わかっていない｡私は第 1回

日の調査において,距離的にごくわずか しか離れていない村の問でもその言語は少 しずつ異な

っていることを知ったのであるが,第 2回目の調査において,それらの相異は地理的なものと

言 うよりも,むしろ異なった種類のアカ族が一つの村を構成 していることからくる相異である

1) この現地調査を行なうに当たり,いろいろな面で多大の協力 ･援助を与えて下さった,次の機関およ
び個人に対し深く感謝の意を表する｡NationalResearchCouncilofThailand;DivisionofHill
TribeWelfare,DepartmentofPublicWelfare,Ministryoflnterior;ChiangRa主Hill
TribeWelfareSettlement;ProvincialO氏ceofChiangRai;DistrictO餓ceofMae°han;
DistrictOfhceofMaeSai;FacultyofArts,ChulalongkornUniversity;PeopleofSaen
Chai,Alu(Ajo)andPhamiVillages;Mr.PioSam;Mr.PaulCaHtaw;京都大学東南ア
ジア研究センター;同バンコク連絡事務所 ;京都大学部言語学研究室0

2) アカ語,アカ族,調査地,インフォーマントその他の一般的なことがらについては,拙稿 ｢アカ語の
現地調査より｣『東南アジア研究』第3巻第3号 (京都,1965);西田龍雄 ｢タイ国北部の言語調査に
ついて｣『東南アジア研究』第3巻第3号 (京都,1965)を参照｡
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桂 :アカ語の音舘構造および形態構造の概略

ことに気もがついた.3) 私の手元にある質料だけをもとにしても, 少な くとも三つのタイプのア

カ譜が同一村内で平行して話されていることがわかるC こういった意味で,本稿に捉するアカ

譜を地理的な意味での方言として定義することは不可能であるから,ここに示すごとき昔素体

系を有する多 くのアカ語のうちの一つと定義してお くことにする｡

本稿は首素論 (Ⅰ章)と形態論 (JlEで･JI)とより成 り_lJ/'r)｡音素体系はごく概 略的にではある

が先に発表 したことがあるので4), ここでは新しく発見された車実にもとづいて補LlLを加え,

より詳細なものとするであろう｡音素論においては,形態音素論的考察を概略的に加えるが,

これに関 しては,私 自身はたしてそうであるのかどうか決断を下 しがたい点が多いために,ご

くひかえ目に触れるにすぎない0本稿の 中 心は,したがって,形態論ということになるが,ス

ペースを節約するため, 例は 最少限度 にとどめる｡ 形態論より1段上Ojレベルである統語論

(syntax)は,ここでは取り上げずに,後に独立 して発表するであろうO

ある特定の言語を記述する方法はいろいろあるだろうが,その言語の特色をできるだけ闘苦

に浮かび上がらせるような方法をとるのが最も妥当だと考えられるO ここで用 い る手法は,も

ちろん構造言語学のそれにはちがいないのであるが,上記の事実を考慮 して,言語の要素の結

合の仕方 ということを特に重要視するであろう｡ 例えば,/p,ち,m/は 力丁/と結合 して音素結

合を形成することができるという点で他の子音とは別 の類として扱われるであろう｡このこと

は最下位のレベルである音素論から最高位のレベルである統語論に至るまで当てはまるのであ

るが,アカ語については,特に形態論のレベルにおいて,このような要素と要素との結合方法

を中心に記述を進めることが,言i./iの特色をよりはっきりとさせることになると私は考えてい

る｡これは,アカ語のみならず,ラフ譜等の他の同系統言語にも言えるであろう｡5'

Ⅰ 音 素 論

概 略

音素論のレベル における最小単位は 音素であり, 音素が結合 して 音節を 構成する｡ 発 話

(utterances)は節により,節は旬により, 句は音節により構成される｡ これらの節,旬,音

節はそれぞれ特定の連結により区切られたものである.一つの発話は最低一つの節を含み,一

つの形態素を含み,一つの形態素は最低一つの音雄を含むが,これ ら形態素および語について

3) 北タイにおけるアカ語の異なったタイアについては,拙稿 ｢再び北タイより-ラフ･ナ語の現地調

査-｣『東南アジア研究』第6巻第2号 (京都,1968);ビルマ/:=おけるアカ語については, Paul
Lewis,"AkhaPhonology"AnthropologicalLl'nguistics,(1968)を参照｡
4) 拙稿 ｢アカ語アル-村方言の音素｣『東南アジア研究』第4巷第1号 (京都,1966)
5) ラフ語の音素体系については,拙稿 ｢ラフ･ナ語の音素体系-ラフ･ナ語の記述-｣『東南アジア研

究』第6巻第3号 (京都,1968)を参照｡
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は形態論で扱 う｡6) 音素は子音,母音,声調類 (tonemes),連結に分類され,それぞれ下位区

分を有する｡7)記述の順序から言って, すべての要素を同時に扱 うことは不可能であるから,

どうしても前後するのほやむを得ない｡例えば,子音の記述において末だ提出されていない母

音について言及 しなければならないのはさけ得ないところなのである｡

1. 音節構成タイプ

開音節が圧倒的多数を占める単純な構造である｡ 次の式で表わすことができる｡

cl(C2,(,vm',C3'IT

Cは子昔,Ⅴは母音,Tは声調類をそれぞれ表わす｡この式により許されたタイプで,次のも

のが実際の言語に起 こるタイプである｡

(1) CIVT /I)a/

(2) CIC2VT /bya/

(3) CIVC3T /m5て)/

(4) CIC2VC3T /'cLmy〇g/

(5) Cl/m/T /afh/

(6) C1C2/m/T /1Ⅰもby免/

lt)aI.55]

lbja･.21]

[m5:21]

['a55mj己･33]

lJlrP:55]

[1rp llbjrp..55]

≪私≫

≪ ミツバチ≫

≪ウマ≫

≪いつ ?≫

≪衣≫

≪基≫

2. 連 結

次の七つを設定する｡これらは発話における休止とそれに先行あるいは後続する音節の長さ

とにもとづいて便宜的に設定したもので,まだ完全な記述だとは言えない｡

(1) /I-rJ-/により表わす｡ これは /,/を初頭子音に有する付属形態素 (boundmor-

pheme)あるいは付属語 (boundword)である音節にのみ先行 し,これに後続する音節は弱ま

った形の音節であって,これによりつながれた二つの音節はあたかも一つの音節のようになる｡

/bya'tn/[bjcLll'uIl.55] ≪-チ ミツ≫ :/bya'u/lbjqu 13】≪縞になっている≫)

(2) /一 一一/で表わす｡ これに先行する音節は [2]の長さを有するo/'ak血一菖aji/['q ll

k̀tu･11†cLlld誉i:551 ≪犬の肉≫

(3) /-(スペース)-/で表わす.これに先行する音節は [3-4]の長さを有する｡ /'ak血/

['qllk'Ⅶ :211 ≪犬･--≫

(4) /-(無記号)-/で表わすCこれに先行する音節は 【1]の長さを有するo/k屯菖言/[k̀uJ

6) 文 (sentence)というのはある特定のかぶせ音素により特徴づけられた節であると解せられる.
7) 強勢,リズム,イントネイションなどの連結以外のかぶせ音素については,ここでは,あえて触れな
いでおく｡
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llJE:55] ≪ シラ ミ≫

(5) /-･/で表わす｡これに先行する音節は [3- 月 の長さを有するが,徐々に弱まり,わ

ずかに下り気味となる｡/'ak竜./['cl11k̀uI:21日 ≪犬だ≫

(6) /-;/で表わすOこれに先行する音節は [2- 3】 の長さを有するが,弱まりや 卜り調の

かわりに,持続的な (sustained)調子をおびる./'asti首alE;mEjnu'i'u./['cLllSu 55 即 11＼..ー､

1E:i,i;mEHd2a･33'i甲 53] ≪誰か,メーチャン-行 くのは ?≫

(7) /-,/で表わす｡これに先行する音節は [3--1]の良さを有するが,他の場合よりもや

や長い休tLを伴うO/'adG,mEjclr)'ilela./['C111dc133,mElld2633'i551e331cl:21↓]≪お父

さん,(あなたは)メーチャン-行 くか ?≫｡これに対 し,/'adcLm昌j叩 'ilela./['cHldcL33nell

d2a･33'i551cL:21J]は≪お父さんはメ-チャン-行 くか?≫となるO

これら七つの連結のうちで,(1),(4)は音節の問に,(2)は譜の問に,(3)は句の問に,(5)

～(7)は節の間に立つので, それぞれ音節連結,語連結,fU連結,節連結と称する｡ 言いかえ
れば,/)/および /(無記号)/により区切られた最大の単位は音節であり,/-/により区切

られた最人の単位は語,/(スペース)/により区切られた最大の単位は旬,/./,/,/,/;/によ

り区切られた最大の単位は節である｡それぞれの場合の最大の単位はそれ以下の単位をも含む

ものである｡

3. 声 調 難

次の五つの平板型が対立する,leveltoneregistersystem である｡

(1) 中平型 [33]-/(無記号)/で表わす｡ /h∂/[hち :331 ≪ これ≫

(2) 低平型 [21]-ソ〉/で表わす｡ これは音声学的には [21]の低降調とも言えるが, 全休

の対立の仕方から見て,音素論的には低平型に当たると解する｡ /say/[S首 :21]≪歯≫

(3) 高平型 [55]-･..I/~/で表わす｡ /tse/lts̀e:55] ≪十≫

(4) 申直型 [33†']･--/′/で表わすO(1)よりは わずかに高 く短 いO 最後 に声 門 緊張

(glottalconstriction)を伴う｡ /1g/[1E_･'33†]≪市場≫

(5) 低目二型 [11']･-.･･/､/で表わすo(4)と同じくらいの長さで, 声門緊張を伴う｡

/n主/[n巨･'11]≪精霊≫

これらのうちで,(2),(3)が最 も長 く,これを [5]の長さとすると, (1)は 【3]で,(4),

(5)は [2]として表わすことが出来るであろう｡(1)～(3)の声調類は先に提出した音節タイプ

のすべてに起 こり得るが,(4),(5)は(1),(2)のタイプの昔節にのみ起こり,(3)～(6)のタイ

プに起 こることはない｡これらの声調類はたがいに連続 して現われる時,それぞれ変化を受け

るが,これは以下のように,連結との関係において説明することができるであろう｡申･低 ･

高を M,L,H で,平板 ･昇 ･降 ･止を 1,r,f,aで表わすこととする｡
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(1) /)/で二つの音節がつながれた場合, 1音節のごとき性格をおび,その声調は音声学

的には次のようなピッチとなる｡

i) /MIMl/- [M1331/h〇'ul/[h〇tL33]正■ら 内

ii) /LILl/,/LaLl/- [Llll]/d5t)芭'5./ld〇:11て)E〇11]≪話せ !≫亡■ら iZ■5 iZq

iii) /HIHl/- 【H155]/15'5･･･/lla〇55]≪来て,--≫) )

iv) /HILl/,/MaLl/- [f51]/15'5./[1Q〇51]≪来い !≫■51 亡■ら iZq

v) /MILl/- [Lf31】/h〇'5./lh〇:311]≪見よ !≫iZq iZq

vi) /HIMl/,/MaMl/- [Hf531ソm5'Ⅶノ [m〇m 53] ≪見える≫四 iZq iZq

vii) /LaHl/,/LIHl/- [r15]/dza'5･･･/ldzcL〇15】≪食べて,･･-･≫) ) ＼ー-

viii) /LaMl/,/LIMl/- [Lr13]/dza'tn/ldzqtu131≪食べる≫,/bd'tu./lbgtL113]iZq iZq

≪運ぶ≫

ix) /MaHl/,/MIHl/- [Hr35]/h〇'5-/[h〇:35]≪見て,--≫＼J- )

(2) /(無記号)/によって音節が連続した場合には,声調類のあるものはその対立をうしな

い,次のように [HH,MM,LL,HL,LH】となる｡

i) ノMIMl/

/MaMl/

/MaMa/

ii) /LILl/

/LaLa/
/LaLl/

/LILa/

iii) /HIHl/

/HIMa/

/MaHl/

iv) /HIMl/

/HILl/

/MILa/

/MILl/

/MaLl/

/HILa/

lMIMl]/'in〇U./['i33n-3:33]≪今日≫,/'amydn〇g./['ct55mjcL33
n-3:33]≪何日?≫,/mydndL./[mja33ntg･'33†]≪目≫｡

lLILl】/salaノ [scLlllG:21】≪先生≫, /'ay5mdnE/['cLllj9llmgli

net337≪彼 らと≫,/'ay5ma'a/['al13'3_llm堤ll'a:21]≪彼 らは≫,

/'ay'5℃/['Gllj211'555J≪彼 らに対し≫

lHIHl] /tesa./ [t̀e55SCL:55]≪普≫, /'id6-/['i55d9･551≪出て

行 く≫,/d616-/【d9551a:551≪出て来る≫8'

lHL]/m芭jQgma'5pE'61ateje./[mElldza33m∂11'555nE･33'911

1a55t̀e33d2e:55]≪ メ-チャンから帰ったと言うことだ≫

8) "-"は通常ほかの要素が後続することを示 したものである｡
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Ⅴ) /LIMl/

/LIHl/

/MIHl/

/MaHl/

/LaHl/

/LaMa/

/MIMa/

lLH】rayうmdd5t5'dh5dzadgmGjela-/ ['clllj_311mg'lld〇日 t?5_ラ

'_g･llh｡‥11dzGlldE55竺u33d2e551n‥211≪彼 らは全員が食べ終わ

ったか≫

上の説明における iv)Ⅴ)では,[55]とかその他の数字で表わされた実際のピッチそのもの

が対丑するのではな く高 ･低あるいは低 ･高という対立のみが存在するのである｡/-J であ

っても /′〉/であっても,これらはすべて ｢高 ･,低｣の対立になるのである｡

(3) 譜連結 /ィ,句 連結 /(スペース)上 的連結 /.,;/の前ではすべての声調類が対立 し,

声調類(4)および(5)においては, 声門緊張が 現われるほかに,長さと ピッチとに おいても他

の三つの声調類とはことなるO/mydnd1-mydx6./lmJg33nul''33mjc133Ⅹ0''33]≪まぶた≫,

/'ay5mydnthy〇m翫 a･/['Glli2二llmjG33些 二'_33j〇33mtul1匹 __:_931]≪彼(女)は目がき

れいだ≫,/'akal一錆jik血mi '016･/['ollk̀tu･ll1cLlld2i:55k̀tu55mijG531G:_2_1J]≪犬の＼_.㌔

肉はたい-んおいしいか ?≫, /d庁lmG'imG;'印G,'喜Ⅹう りama'im5品q･/ ld叩 55m_nL33'i55

rTta.33,'E5580､_:ヲ3'E55Ⅹ?●'モ1即 ‥55mnll'i55m211JIG:33_ー↓]≪姉(妹)は行 くといった,

しかし, 私は行きた くない≫

以上にあげた声調類における,あるいは声調類対立における,変化は各声調類のピッチその

他の音声学的変化だと言える｡ これに対 し,ある声調類そのものが別の声調類に取ってかわら

れるような変化を認めることができる｡9) この種の声調類の入れかわりに関しては, 私はまだ

明確な一般的規則を発見することができないので,以下に各々の例を提出するにとどめる｡な

お,表記法については,入れかわった結果をそのまま表記する｡

(1) /〉〉}〉/においては2番目が高平型にかわる場合と, 3番目が高乎型にかわる場合が
ある｡ /t斬 ./ lt̀ill即 ･.21]≪ 1人≫, /tij昌./lt̀illd23:21]≪ 1種類≫, /t癖 t癖 ･/

[t̀11即 55t̀ill即 :21]≪めいめい≫,/tij5tij5ノ [t̀illd2∂11t̀i55d23=21]≪ 1種ずつ≫｡
(2) /〉〉 〉/においては2番目が申平型にかわる｡/'aka./ ['cLllk̀n:21]≪アカ≫, /d5./
ld〇:21]≪言葉≫,/'akcLd5./['Gllk̀cl33d〇:21]≪アカ語≫ ;/Ⅹapa./[ⅩC111P̀nI.21]≪カ

エル≫,/za./[zcL:21]≪千≫,/xapcIZaノ [xqllp̀cL33ZCL:21]≪カエルの子,i.e.オクマジ
ャクシ≫ ;/za./lzcl:21]≪子,人≫,/mi-/[mi :211≪女≫,/zami za./lznllmi33ZCL:

9) Pikeの "changefrom onetonemetoanother"に当たるであろう｡ KennethL.Pike,Tone
Language(AnnArbor,1948)参照O
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211 ≪妻≫｡以上の(1),(2)は一般的な規則として設定することができるだろう｡

(3) ある限られた数の 自立要素である音節は句連結, 節連結に先行する場合とその他の場

合とで,異なった声調を有する｡/na･/[即 .･551≪私≫ '･/UQma･/[耶 33mg''111≪私達≫ ;

/pa'u/ lqClu 131 ≪私の≫ ;/n5/ln〇:55-1≪あなた･･･-≫ ;/n〇鮎.rln〇33Jlg''11]≪あl■ら

なた達≫ ;/n5'tn/ln〇tu13]≪あなたの≫ ;/S免./lsql:55]≪≡≫,/S這tse./[srplltS̀e:55】)

≪三十≫｡

(4) 付属要素である音節の多くは, それぞれの場合に応じて, 声調が変化する｡これらは

形態論的にはいわゆる助辞 (particles)がほとんどであるが,どのような場合にどのような声

調の入れかわりが起こるかという規則を発見することができないので,以下に変化のおこる音

節をあげるにとどめる｡

/-y〇/～/-y5/≪(命令の助辞)≫

/-1〇/～ /-15/≪( 〝 )≫

/-'〇/～/-'5/≪( 〝 )≫

/-te/～ /-t芭/≪(終助辞)≫

/-1e/～/1芭/～/-1e/≪( 〝 ) ≫

/-mE/～ /-m岩/≪( 〝 )≫

/-ma/～/-ma/≪( 〝 )≫

/-UCL/～ /エロa/～ /-Oa/≪( 〝 ) ≫

/-'u/～/-'血/≪( 〝 )≫

/-'cl/～ /-'a/≪( 〝 )≫

/-nE/～ /-nE/≪(助辞)≫

/-nq/～ /-na/≪(〟 )≫

以上にあげた声調類の入れかわり全体を通じて,声調類 (1),(2),(3)の間では入れかわり

が起こり得るが,これらと(4)または(5)とが入れかわる例は見 られない｡ただし,(4)と(5)と

が入れかわることはあるo /Ⅹ言!亘tu/[ⅩE55_19聖 13] ≪命令する≫, /i_d亨と'u/[吐里 S-Eu 13]

≪ころす≫.また,接頭辞である音節 /'a-～'a-/も,形態論的には同一の形態素と考えら

れるが, これらの異形態のうちのどれが 現われるかということは,音素論的 に定まるもので

はなく, 後続する要素が具体的にどれであるかということにより決定されるO /'ama./['cL55

mg''11]≪群,グループ≫に対し, /'ald･/['alllg''111≪手≫においては, 後続する要素の

声調が同じ /､/であるけれども,/'6-/が現われるのである｡/'6-,'6-/のいずれが現わ

れるかは,それぞれの単語により定まっていると解さなければならない｡この点に関しては,

アカ語は単語形声調 (Wordpitchsystem)に似た性格を示していると言えるだろう｡
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4. 子 音

次の通 り単独音素が23個,音素結合が 3個対立するO閉鎖,鼻音,摩擦,破擦,側面の五つ

の様態 (manners),五つの調音位置, 有声 :無声と, 合計三つの簡略で対立をなす タイプで

ある｡閉鎖音は有声音では五つ,無声音では四つで対_ll/-.,鼻音は有声 :無声の対Il/'.はな く,四

つの位置のみにより対立す る｡摩擦音は,有声 :無声の対Ill/このほかに,前者では三つ,後者で

は四つの位置で対立す る｡破擦音は有声 :無声の対立のみである｡側 面音は /I/のみであり,

有声 :無声の対立も,付帯による対正 もないC これ らの千7E冒こついて特 に音声学的に詳 しく記

述す る必要 もないので,一般的な点のみをあげてお くo

単独茸葵

蒜 -:讐 ~す 亘 ー~L嘉 ∴憲 二~~ 硬 口 蓋 軟 口蓋 声 門
嘉

川
有

…
有

言

…

鎖
声 p t c k

声 b d J g

･I

･2.
摩 擦

有 声

無 声
破 擦

有 声

側 面 .有 声

m n n モ〕

s s x h

Z y 首

ts

dz

1

音葵結合

py,by,my

(1) 無声閉鎖音および無声破擦音は,声調類 (4),(5)を有す る音節の初頭に立 った時は常

に無気音であり, それ以外の場合は常に 山気音である｡ /p白-/[p̀o :551 ≪ とりかえる≫,

/'apa./['cL55Pg''11]≪葉≫;/tse./lts̀e:55]≪十≫ ,/ts昌-/[tsE/ 33日 ≪渡 る≫O/ta-こ/

lt̀a:11]≪置 く≫,/td-/[tg''33日 ≪塩か らい≫リ'aca./['Gll蛸 G̀:55]≪左≫,/'acd./

['055t菖o''33†]≪ひも≫;/kcl-/[k̀G :33] ≪植える≫,/kd./lkg''33†]≪十字弓≫.

(2) /,/は音節運結の前ではゼロとなる｡/ab'i'uI./[Jl¢11iu153] ≪ しおれる≫｡
＼J

(3) /C,j/は破擦音であるが,音素分布全体か ら見て音素論的には閉鎖音の系列に入れる｡

/j/は声調類 (4),(5)を有する 音節においては FJ蓋化 され [d2j] である｡ /j5-/[d2〇:55]

≪屠 る,有す る≫,/jd-/[d2Jcl''33日 ≪所有す る≫｡

(4)/り/が末尾子音 として現われる時,すなわち/-Vq/は 上司 である｡/m5g./[m～3･.21日

≪馬≫O

(5) /py,by,my/はそれぞれ [pj,bj,mj]である｡/mEPy5./[mE33p̀J〇 :211 ≪顔だち≫,
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/bya./lbjcl:21] ≪ ミツパテ≫,/y〇mya./ lj〇33mjcLl.211 ≪多い≫o

(6) /m/が音節子音として現われた場合は [rp]であり,/hm/は lrFm]であるO /S免･/

[srpl･551 ≪≡≫,/cdhm･/lt弛 llrpm:33] ≪毛≫O

以上の子音音素を音節構成における分布の仕方によって分類すると次のようになる｡

Cl- 単独の C1- としてのみ現われるもの｡/t,C,k,d,j,g∴ n,氏,S,畠,Ⅹ,h,Z,首,tS,dz,1/

C2- 単独の C1-のほかに CIC2-における C1-にも起 こり得 るもの｡/p,b/

C3- 単独の Cr および -C21として起 こるもの｡/y/

C4-→ 単独の C1-および IC3-として起 こるもの｡/t]/

C5- 単独の C1-,CIC2-における Cr および音節子音として起 こるものO/m/

5. 母 音

次の10個が対立する｡前舌 :申告 :奥書の対立,高 :申:低の対立,部分的に円口 :平口の

対立がある｡全体 としては,舌の位置,舌の高さ,口の形の三つの範囲で対立をなす.前古母

音では,高 :中 :低のほかに,中において円口 :平口が対立する｡後舌母音では,高 :中 :低

l tll u

e (う a O

E (1 〇

があり, 高および中においては円口 :平口が存在する｡ 申告母音は低の位置に /α/があるの

みである｡詳細な音声学的記述は省き,次の一般的規則のみを示す｡

(1) すべての母音は,声調類(4),(5)を有する音節に現われた際には, 喉頭化母音 (laryn一

gealizedvowels)となるo/ci員51/[t菖主33 Jl2-'33]≪のみ(大工道具)≫,/C畠'tu･/[t菖e_tu531≪走
iZq

る≫,/ca'u/[t蓋世u 13] ≪煮る≫,rictlノ ['i55t邑u''11] ≪水≫,/ts6'u/lts9u工53] ≪建て亡■弓i

る≫,/C5'tn/lt菖_Du 33日 ≪悪い≫,/'tH'cth./['u133t菖tg''44] ≪少 し≫,/cdl'u/ltgtp:13])

≪割る≫ ｡10)

10) 声調類(4),(5)における喉頭化母音はLewisにおける Hlaryngealizedvowels''に相当するもので
ある｡ただし,Lewisは通常の母音とこの 1aryngealizedvowelsとの2系列の母音を設定してい
るのに対し,私はこの laryngealizationは声調類 (4),(5)に伴う,単なる自動的な音声学的現象
とみなし,母音に2系列を認めることはさけるoまた西田龍雄 ｢リス語の研究- メ-ク県における
リス族の言語の予備報告- ｣『東南アジア研究』第5巻第2号 (京都,1967)における ｢緊喉母音｣
もこれと同じような性格のものと言える｡この普通母音と喉頭化母音とを音素論的に対立するものと
みなすか,あるいは本稿のアカ語におけるように,声調類に伴う自動的特徴とみなすかは,それぞれ
の自由であろうOこの母音の問題については,別の所で詳しく論じたいO同じターク県のリス語に関

しても, Roopは母音種の類における対立を認めてはいないようであるo Delagnel,Roop,The
ProblemofLinguisticDiversityinThailanあー一一一一anAl)broachtoaSolution- (Mimeograph),
presentedatthelst.SymposiumontheHillTribesandThailand (ChiangMa主,1967)
を参照｡
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(2) /e/を有する音節に声調類(4),(5)が起 こる例は私の資料には見られないが,Lewisは

/bile'uI/lbill19tn 13] ≪(上から下へ)与える≫という例 を上げている｡)
(3) /-り/に起 こる母音は /〇/のみであり /-つり/は [5]である｡/15r)./[1-3‥21J]≪ウ

サギ≫

(4) /¢/はわずかに二重母音の性格をおびる｡/'dcを/ ['u lltS̀o示:551≪角≫｡特に /首-/

においてその傾向が著 しい｡/首6./[首00:21日 ≪九≫

以上の母音を分布にもとづいて分類すると次のようになる｡

Vl- /Cl-,C1C2/に起 こるもの./e,E,玖tu,a,u,0,cL/

V2 - /C1-/に起 こるが /CIC2-/には起 こらないもの｡/i/

V3 - /Cl-,CIC2- ,Cl(C2)一口/に起こるもの｡/〇/

6. 音節構成における音素分布に対する限定

1.にあげた式により許された音節構成タイプの うちで,次のものが 実際の言語に現われる

ものである｡先に示 した子音,母音その他の類により表わす｡

(1) C.,2,3,4,5.Vl,2,3.Tl,2,3,4,5. /sva/lsち:21]≪珠-[･≫

(2) C1,3,4.C5.Tl,2,3. /S免/[srp:55] ≪≡≫

(3) Cl,2,3,4,5.V3.C｡.Tl,2,3. /15℃/[13～:21] ≪ウサギ≫

(4) C2,5.C3.V1,3.Tl,2,3,4,5./bya/[bjcl:21] ≪ ミツパテ≫

(5) C2,5.C3.C5.Tl,2,3. /lhby由/[坤 11bjITl･.551 ≪慕≫

(6) C2,5.C3.V3.C｡.Tl,2,3. /'白my〇g/['G55mj5:33] ≪いつ ?≫

上の法則はアカ語に実際に起こり得る音節タイプのすべてを表わすものである｡貝体的な苦

節全表は別の機会に発表する｡

7. 例外的音素分布

以上の記述により明らかにされたアカ語の音素およびその分布からはずれるものとして,借

用語 (主としてビルマ語,シャン語), 個有名詞, 擬声語などが存在する｡これらは数的にも

非常に限られたものであり,アカ語本来の音素体系の構成には参加しないものとみなし,別 に

取り扱 う｡下のような形が認められる｡

(1) /-叩/:/m盲S叩./lmellSa二33] ≪メ-サーイ≫ (北タイ方言 /mgESaCly/),/jih叩/

ld2illha:33] ≪チェンラーイ≫(北タイ万言 /C軸h6Gy/),/m岩jGr)/lmElld26:33]
≪メ-チャン≫(北タイ方言 /mgECld'n/)

(2) /-elm/:/mam･/[mcL:m ll] ≪ ビルマ≫(ビルマ語 /mydmmd/,ラフ ･ナ語 /mQr)/
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lma:33]),/lam./[1叩 '11] ≪百万≫ (シャン語 /laQn/),rayam/ ['055jQm･11]
≪季節≫(シャン語 ?)

(3) /-Gi/:/m岩sGi./lmE1-1SGさ33] ≪メ-サーイ≫ (北タイ方言 /m録saGy/),/sai･/

[sct芭11]≪居≫(ビルマ語,/sd亘)/)

(4) /-〇G/:/'5Q･/ ['9g'11]≪カラス≫

(5) /-q〇/:/15kdD./[1355kg2'11]≪第 9番目の月 (月名)≫ (シャン語,/1ぎankdw/,北

タイ方言 /dthcmkdw/,中部タイ方言 /ducLnkacIW/)

(6) /-i℃/･./habiり･/[h333bi:33] ≪飛行機≫ (北タイ方言 /h故clb首n/,中部タイ方言

/rulCLbin/

(7) /-ut]/:/nibug./lJlillbG:33]≪日本≫ (北タイ方言 /良"iipun/)/aibu./と言うア

カ語化した形もある｡

8. 形態音素論的考察

3.に述べたことと重複し,あるいはその範囲以上に出ないかもしれないが,ごく簡単に見る

と次のような形態素交替 (morphemealternants)のタイプを認めることができる｡

(1) 音素的環境により自動的に決定されるタイプ｡ /'akth./['Qllk̀uI:21日 ≪犬だ≫,

/'ak血/['cLllk̀ul:21]≪犬-･･-≫,/'ak血一組ji./['clllk̀tu･llJalld2i:55】 ≪犬の肉≫,

/'ak丘nE/【'Gllk̀ulllnE:33],≪犬と(で)≫,/'ak血'u/['ctllk̀ul:13]≪犬の≫などにおけiZq
る /-k血/という音節の形は純粋に音素論的環境によって定まって くるものである.

(2) 同じく音素論的環境により決定されるが, ある声調類 が別の声調類に置きかえられる

タイプO/Ⅹapa./[XcLllp̀cL:21J]≪カエル≫ における /-pa./と /ⅩapcLZa./[ⅩCLllp'cL33

ⅩcL･.21J]≪カエルの子≫とにおける /-pq-/とは同一の形態素の交替であり,fpa～pn)と

して表わすことができるが,これらのいずれが現われるかということは /〉〉〉/- /〉〉/という

音素論的法則により定まって くる｡形態音素論的には両者とも (/〉/)で表記し,/〉〉ノ- [11

21:J],/〉〉〉ノ-[333321:J]と解してさしつかえないのであるが, 本稿では音素表記の段階

で止めておき,それぞれを /〉〉ノ,/〉〉ノと表記する｡

(3) 形態論的に決定されるタイプ. たとえば,/qa/lucl:55] ≪私･･･≫,/gcLmd./[耶 33

mgr'11]≪私達≫,/涌'uI/lt]ntn13]≪私の≫における /耶/は (/qa/-/那/-/涌/)と考え
)

られるが,これらの交替形のうちのどれが現われるかということは,/-'Ⅶ/≪(所有を表わす)

助辞)≫,/-md/≪グループ,群≫,/(スペース)/≪(句連結)≫のいずれが後続するかとい

う形態論的条件によって定まってくるのである｡形態素のうちで,ある限られたもののみがこ

のような形態論的に決定されるべき交替形を持つ｡これについても,表記法は,それぞれの形

そのままを音素論的に表記する｡
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(4) これも(3)と同株,形態論的に決定される交替と認められるが,こちらは接頭辞である

音節に現われるo/'q-二/という音節は高平型または低平型のいずれかの声調類を付し,それ以

外のものを有することはない｡後続する形態素である音節とこの接頭辞との声調類の組み合わ

せを見ると次の通 りである｡

i) /~ソ /'ab5./ ['Q55b〇 :55日 ≪木≫

ii)/~// /'amyd./ ['cl55mjg''55] ≪いくら?≫

iii) r / /'白my〇g./ ['G55mj-3:331] ≪いつ ?≫

iv) /~〉/
v) r ､/

vi) r-/
vii) /〉/

viii) /〉〉/
ix) /〉､/

/'asa./['G 55SClI.21J]

/'白pa./['cL55p9-'-11J]

/'a且i_/ ['clllJli･.55J]

/'amG./['qllmCL:33J]

/'adz5./ ['Qlldz〇:211]

/'azd./['0ll29り11日

≪終り≫

≪葉≫

≪年少者≫

≪母≫

≪馬鹿者≫

≪豚≫

これらの i)～Ⅴ)は /H:L/型,vi)～xi)は /L:H/型であり, これ以外の組み合わせは

認められない｡ これらの例からわかるように,接頭辞の声調類は後続形態素である音節の声調

類により音素論的に決定されるものではない｡これらも,そのままの音素論的な形を表記する｡

9. 言語類型学的考察

ビルマ語, リス語,ラフ諸語などの近親言語 との対照において次のような点が考慮に入れら

れるべきであろう｡

(1) 閉鎖音,破擦音,摩擦音においてのみ有声 :無声の対立があり,前 2者においても,山

気 :無気の対立はない｡

(2) :上音結合は両肩の閉鎖音および鼻音と有声軟口蓋摩擦音との結合のみである｡

(3) 末尾子音は軟口蓋鼻音のみで,一定の母音を有する音節にのみ現われる｡

(4) 母音は,高 :申 :低の対立, および前 :LfI:奥の対立に加えて, 部分的に平日 IT汗I

の対Illr.があり,やや不均衡な system をなすO

(5) 声調類と音節タイプとの間に限定された分布関係が成り立つ｡

(6) ある種の声調類を石する音節の母音は喉頭化母音となる｡

(7) 開音節が圧倒的に多 く,平板型声調による 1eveltoneregistersystem である｡

(8) 音節連結によって音節が連続 した場合は /H:L/または /L:H/の対立のみとなる｡

(9) 付属語 (形態素)であり /I-/を有する音節で /)/により他の音節に 前接的 (Pro-

Clitically)に接続するものがある｡

(10) 音節連結により連続する音節において,一定の環境においては,声調類の入れかわり
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が起 こる｡

(ll) 異なった音素論的構造 (主として声調類)を有し,形態論的に決定される交替形を有

する形態素があり,部分的に,wordpitchsテstem に似たところがあるO

(12) 全体として, 区分音素 (segmentalphonemes)の allophonesはかなり単純である

のに対し,連結その他いろいろな環境における声調類の入れかわりは非常に複雑である｡

(13) 両肩鼻音のみが音節子音として現われる｡

Ⅲ 形 態 論

概 略

形態論における主な作業は発話 (節,句,請)を形態素に分類すること,および,それら形

態素の分類と結合の仕方とを記述することであろう｡形態素の結合方法といっても,ほとんど

無限といってもいいほどの数にのぼる形態素の一つ一つの結合方法を扱うことはできない か

ら,形態素を有限数の類に分けて,それらの類と類との結合の仕方を問題にするであろう｡そ

して,その結合の結果として得 られたものをまた類に分け,その類と類との結合方法を記述す

るのである｡この方法でもって形態論の最上レベルである語にいたるまで記述を進めることと

する｡形態素はそのままでは統語論のレベルに現われることはできず,語となってはじめて,

統語論的構成 (syntacticconstructions)に立つことができるのである｡ (もちろん, 形態素

であると同時に語でもある要素も存在する｡)形態素とは, 簡単に言えば,最小の有意義の単

位であり,語とは最低一つの形態素より成り,/ソに先行する最大の単位である｡

/'ab5･/≪木≫,/'apd･/≪葉≫における/'6-/は語ではないが形態素であり,同じく/-b5,

-pd/もまた形態素である｡/'ab5,'apd/はいずれもそれ自身で統語論のレベルに現われるか

ら, ともに語である｡さらに,/'ab5pd./≪木の葉≫も統語論レベルに現われるから語である｡

このように /'6-,-b5,-pd/に相当する要素より /'ab5,apa,ab5pd/に相当する要素に至

るまでの記述を形態論とするoこれに対し,/'ab5-'apa/≪木の葉≫というような形は,/'ab5/

も /apd/も統語論のレベルに現われるから, これは二つの語によって構成された統語論的構

成とみなす. 上例では, 形態論は /'ab5,

'apa/のレベルでとどまり, これら二つの

語の結合は統語論 において取り上げられる

べきものである｡ このように,形態素と統

語論的構成との中間に語という単位を設定

したほうがより便利であろう｡ 以上は形態

素の結合による語の構成法とでもいうべき

/'6-/ /-b5/ /-pd/ (/./)･･-･形態素

/'ab5/

『
/'ab5pd/
J

L L････- -請
I

1..‥ ‥ .‥一五
Pロ

て
/'ab5pd./ ･-- - - - (節)

ことがらであるが,これと同時に,統語論的構成において占める位置にもとづいた語の分類も
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成り二立つ｡しかし,これは統語論と形態論との中間にあり,部分的に統語論に属するので本科

では取 り上げない｡なお,かぶせ形態素 (suprasegmentalmorphemes)も存在するが,まだ

整理が不完全であるか ら,現段階では取り上げないでお く｡後に追加することは困難ではなか

ろう｡

1. 形 態 素 分 類

次のように番号によって形態素類を表わす｡ 1台の数字で 1は自二立形態素あるいはr口r詔 で

あることを,2は付属形態素あるいは付属語であることを表わす｡100台の数字は形態素類を,

10台のそれは形態素下位区分を表わす｡形態素下位区分は,形態素結合すなわち語構成の記述

にとって必要な限りにとどめる｡例えば,/t]白/≪礼≫,/h∂/≪ これ≫はい ずれも代名詞とい

う下位区分のみで充分なのであって,これを人称代名詞とか指示代名詞とかのさらに下の区/ji

に分けることは,形態論のレベルでは必要ないのである｡11)

なお,各形態素の訳言吾で具体的に決定 しがたいもの がある｡ 例えば, /mydnil/≪目≫,

/mydpy5/≪顔だち≫, /mydbi/≪涙≫ などにおける /myd-/は ≪目≫ に関する意味を

持つことは上例から理解されるのであるが,/*myd/という独立 した形で≪ 目≫の意味で現わ

れることはないのである｡このような場合 (非常に多いのであるが)には≪( )≫によって

表わす｡ これらの形態素の大部分は1音節から成るものであって,一見 2音節あるいはそれ以

100 実詞 (Substantives) /Oa/≪私≫

110 名詞 /n5/ ≪あなた≫

111 名詞 (自立) /a琉/≪衷≫

112 名詞 (付属) /myd-/ ≪(冒)≫

120 代名詞 /ha/ ≪ これ≫

121 代名詞 (自立) /ta/ ≪それ≫

122 代名詞 (付属) /qa-/ ≪私≫ 12)

130 数詞 /首¢/≪九≫

131 数詞 (自立) /S庁1-/≪≡≫

132 数詞 (付属) /S青I-/ ≪三≫のみ0

140 類別詞 (Classifiers) /m5/ ≪(動物に用いる)≫

141 類別詞 (自立) /Ya/≪(人に用いる)≫

200 述詞 (Predicatives) /1a/≪来る≫

ll) 統語論的構成において占め得る位琵引こもとづく語分類においては,さらに細かい下位区分が必要にな
るだろう｡

12) 122は正確には121の交替形とみなされるべきものであろうが,今のところは,あたかも別個の形態基
のごとく取り扱っておく｡これは131と132についても同様である｡
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210 動詞 /h〇/ ≪見 る≫

211 動詞 (自立) /'i/ ≪行 く≫

212 動詞 (付属) /-tsa/≪あつい≫

220 形容詞 /y〇tsa/ ≪ あつい≫ 13)

221 形容詞 /y〇gd/ ≪寒い≫

300 独立詞 (Isolatives) /'6/ ≪ お !ゝ≫
′ヽ

301 独立詞 (Isolatives) ノ'm/ ≪(肯定の意)≫

400 助辞 (Particles) /1a/ ≪(疑問)≫

401 助辞 (自立) /菖e/≪(命令)≫

500 接辞 (AfBxes)

510 接頭辞 (Prefixes)

512 接頭辞 (付属) /'6-/,/'6-/,/y〇/,/'i-/,/'屯-=/,/'5-/のみ.

520 接尾辞 (Su氏Ⅹes)

522 接尾辞 (付属) /-mcL/,/-pb/,/-g〇/,/-pa/,/-na/,/-'ul/のみ ｡14'

上の多音節か ら成 るように見受けられるものも,他の要素と比較することにより,数個の 1音

節の形態素に分析できるものがほとんどである｡例えば,/tsemcl115qj〇/≪ カワウソ≫は次の

ように分析できるのである｡

/tse/(111) /-mQ/(522) /15り/ (111) /j〇/(?)

1
J

/ts台mG/(112) /15りj〇/(112)

/tsemG115r)j〇/(111)

2. 0一段 の 語

形態素はすべて0一段に属する｡15' したがって,形態素であると同時に語で もあり,それだけ

13) 220(221)は,形態素類と語類 (wordclasses)が一致しない唯一の例である｡ 形態素の段階では
220という類を立てることができないのであるが,512のあるものと212とが結合した結果である要素
は,語の段階においてそれ独自の分布を成すから,これに対して220という類を立てる｡ したがって,
220は形態素類ではなくて語類だと言えるが,記述の便宜上,ここに数え入れておく｡

14) 500はすべて付属形態素であるが,これに対して140と400とが自立形態素とされている｡事実上,140
なり400なりがそれ自体で現われることはないのであるが,､それにもかかわらずこれらを自立形態素
とみなしたのは,これらを500と同じ意味での付属形態とみなすことはできないからである｡500は付
属形態素,140および400は自立形態素であるが付属語であると認める｡

15) ここで数字によって形態素の分類結合の仕方を説明するのは,例えばHenryOsbornandWilliam
A.Smally,"FormulaeforComancheStem andWordFormation."(JAL,Vol.XV,No.
2,(1949Jなどにおける方法とは別のものである｡ しかし本稿 におけるだいたいの記述 を さ らに
elaborateすることにより, アカ語に関しても上記 "Form111ae"に当たるものを展開することがで
きると,私は考えている｡これは別の機会に発表するであろう｡
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で統語論レベルに現われるものは0一段の語とする,これは他の形態素と一度も結合していない

ものである｡

(1) 111‥/S5/≪歯≫,/zi/≪生命≫,/15り/≪ウサギ≫,/'m/≪空≫,/n主/≪精霊≫,

/S軸a/≪紙≫---0

(2) 121:/qa/≪私≫,/n5/≪あなた≫,/ha/≪これ≫,/t∂/≪それ≫,/頭/≪あ

れ≫｡

(3) 131:/ti/≪-≫, /ai/≪二≫,/sfh/≪≡≫,/'示/≪四≫,/t]a/≪克≫, /kb/

≪六≫,/Si/≪七≫,/yE/≪八≫,/苫¢/≪九≫,/tse/≪十≫,/ya/≪百≫,
/pa/≪千≫,/m血/≪万≫,/sE/≪十万≫,/lam/≪百万≫.

(4) 141‥/苫a/≪(人)≫, /m5/≪(人以外の生物)≫,/k5り/≪(長い形の物)≫,/hrh/

≪(丸い形の物)≫,/ba/≪バー ト(お金の単位)≫,/byd/≪ルピー(お金の単位)≫,

/to/≪(長さの単位)≫, /cd/≪(長さの単位)≫, /zu/≪(対になったもの)≫,
/gu/≪(対になったもの)≫｡

(5) 211:/16/≪来る≫,/'i/≪(下方-)行 く≫,/1e/≪(上方-)行 く≫,/dza/≪食べ

る≫,/yd/≪取る≫,/り岩/≪ しゃべる≫--0

(6) 301:/'rh/≪(肯定の意)≫,/'6/≪(呼びかけ)≫, /'5/≪(相づち)≫,/d5/≪(の

のしり≫---0

(7) 401:/1e/≪(終助辞)≫,/16/≪問助辞)≫,/y〇～y5/≪(命令助辞)≫,/nE/≪(従

属助辞)≫,/ma/≪(否定助辞)≫･･-･｡

3. ト段 の 語

形態素が他の形態素と1回のみ結合 した結果構成されたものである｡自立要素と付属要素,

あるいは,付属要素と他の付属要素との結合の両者を含む｡この結合の結果として得られた要

素は自立あるいは付属のいずれかである｡16)

(8) 512十112⇒111:この場合の512は /'白-～'a-/,/'i-/,/'屯-/ である｡ /'白-/+

/-nlil/≪(粒)≫ ラ /'an血/≪粒,粒状の物≫,/'a-/+/-C白/≪(左)≫ ラ /'aca/

≪左≫, /'i-/ド/-ctl/≪(水)≫ ラ /'icb/≪水≫, /'正-/+/-dG/≪(頭)≫ ラ

/'ddG/≪頭 ≫ ｡ /'i-/は主として≪(水)≫を,/'ユニ/は主として≪(頭)≫ を表わす

と思われるが,そうでない場合もあるO/'ik5り/≪衣≫,/'Ggd/≪アヒル≫,/'6-

-'a--/はほとんどあらゆる種類の事物に用いられるO/'a苫う/≪針, 針状の物≫,

/'amcL/≪母≫

16) 結合の結果が付属である場合には,それを語と称するにはさしさわりがあるかもしれない｡単に形態
寮結合 (連続)(morphemesequence)と呼んだほうがよいかもしれないO
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(9) 512+112⇒112:/'a-rF/-sd/ラ/'asd-/≪(誰)≫,--･｡

(10) 512斗211(5)⇒111:/'芯-/+/yE/≪切る≫⇒/'GyE/≪かみそり≫,---｡

(ll) 512十211(5)⇒112:/'5-/+/m5り/≪長い≫ ⇒/'5m5℃-/≪(遠い)≫,･--O

(12) 512十212⇒111:/'6-/+/-C∂/≪(甘い)≫ ラ/'ac∂/≪乳≫, ra-/+/cb/≪(失

び出ている)≫ ⇒/'Gc示/≪アカ族成年女性の頚飾≫

(13) 512+212⇒112:/'5-/+/-菖a/≪(あわれだ)≫ ラ /'5菖6-/≪(あわれなこと)≫,
⊂)

(14) 512+212⇒221:/y5-/+/-丘i/≪(小 さい)≫⇒/y〇ai/≪小さい≫,-･･･｡

(15) 111(1)+522⇒111:522は/-ma/であり,≪(女性)≫ または≪(拡張)≫ を表 わす｡

/nfh/≪莱≫+/-met/ラ/n免mcl/≪家 の女 性用の区画≫/tcLi/≪ タイ≫+/-met/ラ

/tclima/≪タイの女≫--.

(16) 112+522⇒111:522は /-mcl/,/-pa/≪(男性)≫, /-p示/≪(雄)≫であるo

/ga-/≪(遺)≫ +/-mq/ラ/gama/≪道≫,再-/≪(いとこ)≫+/-pa/ラ/'bpa/

≪男のいとこ≫,/ya-/≪(ニワ トリ)≫+/-pb/ラ/yQp示/≪雄 ドリ≫,-･-.

(17) 112十522⇒112:522は/-mcL/,/-nCL/≪(哩)≫,/-g〇/≪(鰭)≫｡/mi-/≪(ナ

イフ)≫+/-mcL/ラ/-mima/≪(刀)≫,/mc)O-/≪(ウシ)≫+/-ncL/ラ/-m叩nCl/

≪(雌 ウシ)≫,/m〇g-/≪(ウシ)≫+/-g〇/ラ/-m〇t]g〇/≪(堆 ウシ)≫･･･-0
(18) 211(5)+522⇒111:522は /-ma/であるC/y芭/≪切る≫+/-mcl/ラ/yEmcl/≪の

こぎり≫--｡

(19) 212+522⇒112:522は /-mG/である./15-/≪(吹 く?)≫ 十/-mcL/⇒/-1gmQ/

≪(大風)≫--0

(20) 211(5)+522⇒211:522は /-'u/である｡17'/la/≪来る≫ +/-'ul/⇒16'u/≪来

る≫,--･｡

(21) 212+522⇒211:522は /-'uI/である｡/ne-/≪(赤い)≫+/-'tu/ラ/ne'uJ/≪赤＼_･/
い≫--｡

(22) 212+522⇒212:522は /-'u/であるO /15り-/≪(熱い)≫+/-'u/ラ/-150'tu/)
≪(湯をわかす)≫--0

(23) 111(1)+111(1)⇒111:/紘 /≪莱≫ +/'品/≪空≫ ラ/afh'品/≪天井≫,--O
(24) 111(1)+112⇒111:/kd/≪十字弓≫ +/-mya/≪(矢)≫ ⇒kdmya/≪矢≫,--･｡

(25) 111(1)+112⇒112:/kd/≪十字弓≫+/-d5℃/≪(?)≫ラ/-kdd5℃/≪(矢頭)≫
(26) 111(1)+211(5)-111:/丘免/≪家≫ +/d5り/≪築 く≫ ラ/a氏d5g/≪家族,夫婦≫,

17) /-'Ⅶ/は他の522とやや異なって,形態素と語との中間的位置に立つと考えられるが, これについ
ては後に統語論において述べる｡
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0

(27) 111(1)+212⇒111:/nfh/≪家≫-1/-員示/≪(みどりだ)≫ ⇒/丘向丘示/≪ふき屋限≫

(28) 112+112⇒1111./ts5-/≪(人)≫ -r-/-Ⅹa/≪(?)≫ ⇒/ts5Xa/≪人,人間≫,･･･｡

(29) 112+112⇒112:/ce-/≪(?)≫十/-my5ロ/≪(?)≫ ⇒/-Chemy5り/≪(?)≫ ,

⊂)

(30) 112+211(5)⇒111:/mi-/≪(火)≫ +/ba/≪射つ≫ ラ/miba/≪銃≫,--･･｡

(31) 112+211(5)⇒112:/myd-/≪(冒)≫ +/my〇/≪まばた く≫ ⇒/mydmy〇二/

≪(目はた くこと)≫

(32) 112+212⇒111:/'tn-/≪(水,液体)≫ +/-15て)/≪(熱い)≫ ⇒/'血151〕/≪湯≫

⊂)

(33) 112+212⇒112:/mi-/≪(土地)≫ +-/m血/≪(良い)≫ ラ/-mim屯/≪(こえた

土地)≫,--･D

(34) 122+112-111:/耶-/≪私≫ +/-ma/≪群,グループ)≫ ラ/t]clma/≪私達≫,

(35) 132+112⇒111:/ti-/≪-≫ 十/-jさ/≪(何 ?)≫ 辛/t王j芭/≪少 し≫,･･-･･.

(36) 211(5)+112⇒111‥/tyQ/≪ね らう≫ +/-1a/≪(辛)≫⇒/tbld/≪弓の引きがね≫,

⊂)

(37) 212+112⇒111:/首5り-/≪かたい≫ +/-cE/≪(真申)≫ ラ/苫5uCE/≪中心≫,

○

(38) 211(5)+211(5)⇒112.･/ytl/≪眠る≫ +/md/≪ゆめ見 る≫ ラ/ytlmd-/≪(ゆめ且

ること)≫,--･｡

(39) 212+212⇒112:/ja-/≪(?)≫ +/-my/≪(?)≫ラ/jamyっ-/≪(言い争 うこ

と)≫

4. 2-段 の 語

2回の結合を経た語である｡ 第 1回目の結合は(1)～(39)のいずれかである｡言いかえれば,

(1)～(39)の結合の結果である要素 と他の要素 との結合によって構成 された語である｡ 例えば

/y〇h血'uI/≪大き くなる≫は /y〇-/(512)卜/-二h晶/(212)-/y〇h血/(221);/y〇h血/(221)守/-二
＼J ′

'ul/(522)-/y〇h竜'uI/(211)と表わす ことができ, 1回目の結合は(14)である｡ 他のすべての
＼_ノ▲

結合 もこれと同様である｡即出の結合形式であることを下線により表わ してお く｡

(40) 211(14)+522-211:522は /-'ul/であるO/y〇m煎/≪良い≫ +/'uJ/-/y〇mih'uJ/＼._ノ
≪良い,良 くなる≫,･--0

(41) 111(8,24)+522-111:/'aka/≪アカ≫ +/-mG/- /'akamG/ ≪アカ族の女≫,
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/b5りk5/≪箱,入れ物≫ +/-mcl/-/b軸k5mG/≪バケツ≫,/Ⅹala/≪ トラ≫ +
/-mcl/-/Ⅹalamcl/≪雌の トラ≫,--･｡

(42) 111(17)+111-111:/yGmCl/≪ゾウ≫+/真言/≪虫≫ -yGmn菖i/≪ ムカデ～サ ソ リ

(?)≫

(43) 111(8,12,28)+112⇒111:/'aji/≪居≫+/-b5り/≪(筒,空洞になった物)≫ ⇒

/'ajib5℃/≪烏の巣≫,/'Gy言/≪南≫ +/-si/≪(細かい粒)≫ ラ/'Gy-esi/≪ひょ

う≫,/ldtd/≪(上)≫ +/-p〇/.≪(側,方向)≫ ラ/1dtdp〇/≪上,上方,上南≫,
○

(44) 111(8)+211⇒111:/'ic心/≪水≫ +/gG/≪落ちる≫ ラ/'ictlgCL/≪緒≫,-.･･｡

(45) 111(28)十212⇒111:/sad5/≪塩≫ +/-cb/≪甘い≫ ラ/sad5C示/≪砂糖≫,-･･･O

(46) 112(8)+131⇒111:/'asd-/≪(誰)≫ 十/首a/ラ/'as色盲a/≪誰≫,･--0
(47) 112(25)十111⇒111:/Ⅹadz血-/≪(夫)≫+/za/≪子,人≫ ラ/Ⅹadz血za/≪夫≫,

(48) 112(13)+212⇒111:/'aci-/≪(静か)≫ +/-cd/≪(?)≫ ラ/'acic凸/≪沈黙≫,

(49) 112(9)+112⇒112:/'a首0-/≪(クモ)≫+/-lo/≪(?)≫⇒/'軸010-/≪(クモ)≫
(50) 112(9)+112⇒111:/'aa〇-/+/-1〇/ラ/'aa〇1〇/≪真珠貝≫,--･.

5. 3一段 の 語

合計3回の結合により構成される語である｡これは(8)～(50)に至る結合の結果得られた要

素同志の結合だと言える｡

(51) 112(49)十522⇒111:/'asolo/≪(クモ)≫ +/-mQ/ラ /'a首OlomG/≪オニグモ≫,

(52) 111(8,10,16,28)+111(8,16,28)⇒111:/ycLCi/≪ニワトリ≫ +/ycLp示/≪オンド

リ≫ ラ/yGC卜ycLp∂/≪オンドリ≫,/'芯yg/≪南≫+/p菖Ⅹ5り/≪服≫⇒/'ay言-pをⅩ5り/

≪雨ガッパ≫,/'ak血/≪脚, 足≫ 十/p5ts血/≪関節≫⇒/'ak血-p5ts血/≪ひざ≫,

/15gmcl/≪つぼ≫ +/'ip亘/≪水入れのヒョウタン≫ ラ/15gma-'ipa/≪水っぽ≫,

(53) 111(12,26,30,32)十211(20,21)⇒211･.raxb/≪年齢≫ +/Ⅹ6'ul/ラ /'ax6-Ⅹ6'u/) )

≪年をとる≫,/afild5℃/≪家族≫ +/d5g'tu/≪築 く≫ラ/丘免d5ローd5℃'tn/≪家庭をiZq 此

持つ,結婚する≫,/1dttl/≪こぶし≫+/1dtd-ttl'u/≪こぶ Lを作 る≫,/'血うり/)
≪湯≫ +/15r)'tn/≪(熟する)≫ ラ/'血1うり-15り'uI/≪湯を沸かす≫,,--O) ＼J

(54) 111(12,28,32)+212(22)⇒211:/ⅩamE/≪ n≫ +/-m岩'ut/≪(?)≫ ラ/ⅩamE-)
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) ＼J )

＼_.･ ､､_

()

＼ー..

/d5nlil-n血'ul/≪すわる≫,-･.･･｡＼_̀

＼__

＼_- ＼._ー
だ≫ ラ /'5菖a一差a'u/≪あわれむ≫, /ndyo /≪(?)≫ / y〇'tn/≪(?)≫一二一＼-I ＼､･.._一

＼- ＼一. ＼-∫

≪ 吐く≫ ,--･｡

＼ー ＼._∫

≪暑い≫,/y〇gd/≪寒い≫ T/gd'tu/≪寒い≫ ⇒/y〇gd-gd'ul/≪寒い≫,---｡＼_′ ＼..ー

6. 3-f封上l Oj語

アカ語においては,3-段以上硯 E.71-という0)はほとんど見られない｡例えば/p5tsdl-d品drh'u/
＼ヽ_∫

≪ひざをおり曲げる≫というような形があるが,これは非常にまれであり,これと平行して同

じ意味の /p5dTも-drL'u/という形があるから,前者は例外的なものと言えるであろうO 後者は
＼_....

(112 212⇒112)守(212+522⇒212)⇒211で表わすことができ,5.における(56)に相当するO

前者は (112+112-111)-(212 ･し(212-7-522⇒212〉･⇒212)⇒211とでも表わせようが, こUjよ

うな例はただ 1倒 しかないので,5.には取 り入れずに古 く｡

7. 形態論における特色

(1) 形態素の圧倒的多数は1I､円滑より成る付属要素であるO/'E1-,'aL/,--･O

(2) ほとんどの語は2音節.あるいは4旨号市より成る｡rays/≪被≫,--.C

(3) 4音節から成る拙 ま2[用げ っの対に分かれるものが 大半を古さL)る｡ /'白pya-pya'tu/＼J

≪熱がある≫,-･-｡

(4) 2音節の譜は, いずれか一つの汗乱 あるいは2音節ともが什師杉態素であるものが

大部分である｡/m5'u/≪見える≫,--｡

＼J

ある｡/golti-gos呈/≪キセルの頭≫,･･..･･｡

(6) 4llL'TL･節から成る語においては, 4音節のうちの2音節が 同一形態素である場合が非 常

に多い｡/mydn血Imydx6/≪まぶた≫.-･･..C

一一一一239- 909



東 南 ア ジ ア研 究 第6巻 第4号

(7) 4音節音における2音 節ずつの対は,通常 /ソによりつながれる｡/'asa-sa'uI/≪終
＼__メ

わる≫,---｡

あ と が き

)JJLtでアカ語の音素体系および形態構造の概略を終えるが,まだ残された問題が多い｡特に

形態論においては,今後多 くの補正を加えなければならないであろう｡ここにあげた形態素類

の設定および形態素類の結合については,いちおう整理できた資料をもとにして,だいたいの

アウトラインを記 したものであって,さらに elaborateLなければならないと同時に,ここで

は全然触れていない大切な点をも組み入れていかなければならないだろう｡歴史的 (比較的)

研究が,記述的研究の完全な終了を待たな くてもいいのと同様に,記述的研究もすべての資料

が完全に正しく整理され終わるのを待つ必要はないのであって,いちおうわかった部分のみに

もとづいてだいたいの構造を見通 しておいたほうが,さらに多 くの事実を考えに入れ訂正や追

加を行なう場合にもより能率的であろう｡未調査の言語を記述する際には,どうしても決定を

下すことのできない点が多 く出てくるものであり,さらに,決定を下 したものについても,後

になってその決定を くつがえしてしまうような例が不意に発見されることはザラにあるのであ

る｡したがって,本稿に述べたことがらのあるものが,あるいは本稿全体が,後になって取り

消されるかもしれないということを常に覚悟 しておかなければならないのである｡

(1968年10月15日,Bangkok)
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